











































































































1．小説　　 2．詩　　 3．新聞　　 4．雑誌　　 5．ノンフィクション
6．歴史　　 7．リーダー［やさしい英語で書き直された本］　
















▼表 1 - 0 　実施データ
実　施　日 入学者数 授業登録者数 回答者数
2019年 4 月10日 74名 74名 73名
2019年 7 月24日 74名 74名 71名











26 30 14 3 0
35.6% 41.1% 19.2% 4.1% 0.0%
2019年
7 月
22 31 15 3 0
31.0% 43.7% 21.1% 4.2% 0.0%











14 21 22 13 3
19.2% 28.8% 30.1% 17.8% 4.1%
2019年
7 月
32 30 7 1 1
45.1% 42.3% 9.9% 1.4% 1.4%
─ 6 ─












18 29 22 3 1
24.7% 39.7% 30.1% 4.1% 1.4%
2019年
7 月
21 37 7 5 1
29.6% 52.1% 9.9% 7.0% 1.4%











13 13 27 10 10
17.8% 17.8% 37.0% 13.7% 13.7%
2019年
7 月
19 21 20 9 2
26.8% 29.6% 28.2% 12.7% 2.8%











41 23 6 1 1
56.2% 31.5% 8.2% 1.4% 1.4%
2019年
7 月
52 15 4 0 0
73.2% 21.1% 5.6% 0.0% 0.0%











6 8 36 17 6
8.2% 11.0% 49.3% 23.3% 8.2%
2019年
7 月
7 11 37 11 5
9.9% 15.5% 52.1% 15.5% 7.0%
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54 17 2 0 0
74.0% 23.3% 2.7% 0.0% 0.0%
2019年
7 月
48 20 1 1 1
67.6% 28.2% 1.4% 1.4% 1.4%











8 17 39 5 4
11.0% 23.3% 53.4% 6.8% 5.5%
2019年
7 月
7 21 31 10 2
9.9% 29.6% 43.7% 14.1% 2.8%




























26 38 6 1 2
35.6% 52.1% 8.2% 1.4% 2.7%
2019年
7 月
10 35 19 4 3












55 17 1 0 0
75.3% 23.3% 1.4% 0.0% 0.0%
2019年
7 月
44 20 5 0 1












36 25 10 1 1
49.3% 34.2% 13.7% 1.4% 1.4%
2019年
7 月
41 20 8 0 0
57.7% 28.2% 11.3% 0.0% 0.0%
▼表 1 -14　⑭英語で書かれたものを読むなら、どんなものが読みたいですか？
（複数回答可）
小　説 詩 新　聞 雑　誌 ノンフィクション
2019年
4 月
60 5 17 23 12
82.2% 6.8% 23.3% 31.5% 16.4%
2019年
7 月
37 8 15 23 7
52.1% 11.3% 21.1% 32.4% 9.9%
─ 9 ─
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歴　史 リーダー TOEIC ／英検等 Web ページ email
2019年
4 月
7 17 25 8 5
9.6% 23.3% 34.2% 11.0% 6.8%
2019年
7 月
2 22 18 14 2





チョーサー 5 8 57
6.8% 11.0% 78.1%
シェイクスピア 42 31 0
57.5% 42.5% 0.0%
ミルトン 8 18 44
11.0% 24.7% 60.3%
ジェイン・オースティン 1 8 61
1.4% 11.0% 83.6%
ワーズワース 1 6 63
1.4% 8.2% 86.3%
コールリッジ 0 1 69
0.0% 1.4% 94.5%
バイロン 5 5 60
6.8% 6.8% 82.2%
ディケンズ 7 7 56
9.6% 9.6% 76.7%
ブロンテ姉妹 0 2 68
0.0% 2.7% 93.2%
─ 10 ─
ハーディ 0 6 64
0.0% 8.2% 87.7%
オスカー・ワイルド 3 16 51
4.1% 21.9% 69.9%
D.H.ロレンス 0 7 63
0.0% 9.6% 86.3%
ジェイムズ・ジョイス 1 10 58
1.4% 13.7% 79.5%
T.S.エリオット 1 3 66
1.4% 4.1% 90.4%
イェイツ 0 0 70
0.0% 0.0% 95.9%
グレアム・グリーン 0 2 68
0.0% 2.7% 93.2%
サマセット・モーム 0 0 70
0.0% 0.0% 95.9%
コンラッド 0 3 67
0.0% 4.1% 91.8%
ジョージ・オーウェル 0 4 66
0.0% 5.5% 90.4%
バーナード・ショー 3 12 55
4.1% 16.4% 75.3%
E.M.フォースター 1 3 66
1.4% 4.1% 90.4%
ヴァージニア・ウルフ 0 3 66
0.0% 4.1% 90.4%




マーク・トウェイン 0 1 69
0.0% 1.4% 94.5%
メルヴィル 0 4 66
0.0% 5.5% 90.4%
ロバート・フロスト 0 3 67
0.0% 4.1% 91.8%
ヘンリー・ジェイムズ 3 15 52
4.1% 20.5% 71.2%
フィッツジェラルド 1 1 68
1.4% 1.4% 93.2%
フォークナー 0 8 62
0.0% 11.0% 84.9%
ヘミングウェイ 11 17 42
15.1% 23.3% 57.5%
オー・ヘンリー 3 13 54
4.1% 17.8% 74.0%
スタインベック 1 2 67
1.4% 2.7% 91.8%
テネシー・ウィリアムズ 1 5 64
1.4% 6.8% 87.7%
アーサー・ミラー 2 11 57
2.7% 15.1% 78.1%
ソール・ベロー 0 0 69
0.0% 0.0% 94.5%
サリンジャー 5 1 64
6.8% 1.4% 87.7%
アップダイク 0 0 69
0.0% 0.0% 94.5%
─ 12 ─
『ハムレット』 20 29 22
27.4% 39.7% 30.1%
『マクベス』 5 9 56
6.8% 12.3% 76.7%
『リア王』 8 13 50
11.0% 17.8% 68.5%
『オセロー』 8 17 45
11.0% 23.3% 61.6%
『ロミオとジュリエット』 54 18 1
74.0% 24.7% 1.4%
『ベニスの商人』 15 20 37
20.5% 27.4% 50.7%
『自負と偏見』 0 4 67
0.0% 5.5% 91.8%
『オリバー・ツイスト』 3 6 61
4.1% 8.2% 83.6%
『クリスマス・キャロル』 18 24 30
24.7% 32.9% 41.1%
『荒地』 1 9 61
1.4% 12.3% 83.6%
『ジェイン・エア』 0 1 69
0.0% 1.4% 94.5%
『嵐が丘』 1 2 67
1.4% 2.7% 91.8%
『ガリバー旅行記』 37 24 12
50.7% 32.9% 16.4%




『ダーバヴィル家のテス』 1 0 69
1.4% 0.0% 94.5%
『チャタレイ夫人の恋人』 6 13 51
8.2% 17.8% 69.9%
『闇の奥』 0 1 69
0.0% 1.4% 94.5%
『月と六ペンス』 1 0 69
1.4% 0.0% 94.5%
『ユリシーズ』 0 0 70
0.0% 0.0% 95.9%
『インドへの道』 1 2 67
1.4% 2.7% 91.8%
『ダロウェイ夫人』 1 1 68
1.4% 1.4% 93.2%
『第三の男』 0 6 64
0.0% 8.2% 87.7%
『怒りのぶどう』 1 1 67
1.4% 1.4% 91.8%
『マイ・フェア・レディ』 2 3 64
2.7% 4.1% 87.7%
『白鯨』 8 11 50
11.0% 15.1% 68.5%
『モルグ街の殺人』 0 6 65
0.0% 8.2% 89.0%
『老人と海』 3 4 63
4.1% 5.5% 86.3%
『武器よさらば』 1 6 62
1.4% 8.2% 84.9%
─ 14 ─
『ハックルベリィ・フィンの冒険』 1 2 67
1.4% 2.7% 91.8%
「賢者の贈り物」 0 7 63
0.0% 9.6% 86.3%
「最後の一葉」 1 2 68
1.4% 2.7% 93.2%
『デイジー・ミラー』 0 1 69
0.0% 1.4% 94.5%
『響きと怒り』 0 2 68
0.0% 2.7% 93.2%
『はつかねずみと人間』 1 5 65
1.4% 6.8% 89.0%
『偉大なギャッツビー』 3 2 65
4.1% 2.7% 89.0%
『誰がために鐘は鳴る』 0 7 63
0.0% 9.6% 86.3%
『ガラスの動物園』 0 2 67
0.0% 2.7% 91.8%



















増えている（表 2 - 1 ）。











14 21 22 13 3
19.2% 28.8% 30.1% 17.8% 4.1%
2018年
4 月
18 30 6 5 4




（表 2 - 2 ）。
─ 16 ─












でいるが、雑誌に関しては少なくなっている（表 2 - 3 ）。
▼表 2 - 3 　⑭英語で書かれたものを読むなら、どんなものが読みたいですか？
（複数回答可）
【小説】 【雑誌】























『チャタレイ夫人の恋人』を知らないという回答が減った（表 2 - 4 ）。













































況は変わっていない（表 2 - 5 ）。
─ 18 ─









































一学期間の学修を終えた 7月調査時点でも変化は見られない（表 1 - 1 ，
1 -12， 1 -13）。
　映画に関する質問項目に関しても、大半の回答者は映画は好きであるが、日
本語字幕なしの英語音声だけの映画については「どちらとも言えない」という









（表 1 - 7 ）。しかしながらその一方で、英語で書かれた本が好きかという問い
に対しては、約半数の回答者が「どちらとも言えない」のままであり、肯定派、
否定派の割合が大きく変化しているわけではない（表 1 - 8 ）。また、質問項
目「⑨授業以外で英語で書かれたものを読みますか？」についても、その回答
の傾向には大きな変化はなく、 7月調査でも依然として「読まない」という







（和訳）は必要ですか？」であり（U=3767，p= .000，r= .41）、 4月調査
では「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」という回答が合わせて48％で









Web ページやemail を読みますか？」（U=3277.5，p= .001，r= .27）と
「⑪授業以外で英語で書かれたものを読みたいですか？」（U=1707，p=.000，




3 3 3 3 3
？」という現状を問う質問に対する回答については傾向の
変化はなかったが、「⑪授業以外で英語で書かれたものを読みたいですか


































































36 資格 英検準 1級かTOEIC600点？
37 資格 英検準 1級、TOEIC600点
38 資格 英検準 1級
39 資格 英検準 1級
40 資格 英検準 1級はとる、目標 1級
41 資格 英検 1級です
─ 23 ─
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42 資格 英検 1級以上
43 資格 TOEIC700点以上













57 資格 TOEIC860点以上、英検準 1級
58 資格 TOEIC スコア860点もしくは英検準 1級
59 資格 TOEIC900点
60 資格 TOEIC990点


















































































49 資格 英検準 1級、TOEIC700点
50 資格 まずは、英検準 1級
51 資格、教員 英検準 1級、TOEIC800点台＋AllEnglish 授業50分間できる
52 資格、教員 英検 1級、教員として教えられる英語力
53 資格 TOEIC600点以上
54 資格 TOEIC800点
55 資格 TOEIC800点
56 資格 TOEIC990点
57 資格、留学 TOEFLで500に近い点を取りたい．
58 資格、留学 TOEFL（ITP）500点くらい
59 資格、留学 TOEFLiBT80点を超えたいです
60 留学 正規課程の授業が受けられる英語力
61 留学 正規課程に入れるレベル
62 教員 英語をしっかり教えられる程度
63 教員 高校で英語が教えられるくらい
64 仕事 仕事で必要なコミュニケーション力
65 仕事 仕事でつかえる程度
66 仕事 就職先で使える英語力
67 仕事 外国人と関わる仕事ができるくらい
68 仕事 外資系で働けるレベル
69 仕事 英語を使って仕事ができる程
※ 2名無回答
─ 27 ─
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　 4月時点では英語で会話できることを目標としていた回答者数が35名
（47.9％）であったが、 7月調査では48名（67.6％）へと増加している。英米
学科のカリキュラムでは週に数回ネイティヴ・スピーカーの担当する授業を受
講することになっているが、まだまだ会話力がないことをさらに痛感したので
あろうか。英語で流ちょうに話すことができる、というのが英米学科生の英語
学習の一番の目標であることにはまちがいなく、必修の海外研修を含む新カリ
キュラムにおいて、この目標が実現されることを期待する。
　資格の点では、 4月は具体的な目標として英検、TOEIC、TOEFL を記入
していた回答者が30名（41.1％）であったのが、 7月では11名（15.5％）と少
なくなっている。 4月にはTOEIC700点台という目標を設定している回答者
が10名いたが、 7月には700点台という回答がなくなっている。TOEIC700点
以上、できれば800点以上、そして英検準 1級を資格として取得してもらいた
いところである。
　教員として、また仕事で英語が使いたいという回答に関しては、 4月が12
名（16.4％）で、 9月は13名（18.3％）であり、この点に関しては変化は見ら
れないが、全体に対する割合としては低い。英語を流ちょうに話すということ
も重要であるが、それだけではなく、卒業後の進路も見据えて、英語を仕事で
活かすということも早い段階から視野に入れておくことも必要であろう。
※本稿の一部は、大学英語教育学会（JACET）関西支部・文学教育研究会2019年
4 月例会（4月27日、同志社大学烏丸キャンパス）における口頭発表をもとにし
ている。
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